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1.は じめ に

本 校 は、 知 的障 害 の あ る児 童 生徒 が 学ぶ 特別 支

援学 校 で あ る。小 学 部、 中学 部 、高 等 部 の三 つ の

学 部 か らな り、59人 の児 童 生 徒 が 学 ん で い る 。

特別 支援 教 育 は児 童 生徒 一 人一 人 に応 じた 教 育で

あ り、 そ の実 践 に 当た って は、 児童 生 徒 の実態 を

的確 に把握 し、そ れ に合 わせ た 指導 内容 ・方 法 を

工夫 し、 実践 し、そ して評 価 ・改善 が必 要で あ る。

そ の ツー ル と して 、 「個 別 の指 導 計 画 」 が作 成 さ

れ る。

そ こで 、本 稿で は、教 師が発 達 の視点 を軸 とし、

児童 生 徒 につ いて 話 し合 う方 法 を通 して、 質 の高

い 「個別 の指 導計 画 」 の作成 や 一 人一 人 の児 童生

徒 に応 じた指 導 の実 践 に生 か され た事例 とそ の成

果及 び課 題 につ いて報 告す る。

1.1「 個 別の 指導 計画 」の 質

ど の特別 支援 学 校 にお い て も、児 童 生徒 一 人一

人 に 「個 別 の 指 導 計画 」 が 作 成 され て い る。 「個

別 の指 導計 画 」 は、 計画 す る こ とだ けを指 す ので

は な く、P(計 画)-D(実 践)-C(評 価)-

A(改 善)の 一連 の サイ クル を有す る ことが 大切

で あ る。 「個 別 の指 導 計画 」 の 質 はPDCAの 質 と

とも に、 よ り具体 的 な 内容面 か ら捉 え る こともで

き る。そ の主 な 内容 には 、

・児童 生徒 の実 態

・長期 及 び短期 の 目標

・指導 内容

・指導 及 び支援 の方 法

・評価 や今 後 の課題

が挙 げ られ る。

これ ら一 つ一 つ の内 容 を設 定す る根 拠 や妥 当性

を問 う ことは、そ の質 を 問 うことで ある と言 える。

また 、特 別支 援 学校 にお いて は、 複 数 の教 師で 授

業 を行 う場 合が 多 く、 共通 理解 す る た め に使 う こ

ともあ り、その役 目を果たす ツール になっているか、

と い う点 も質 を 問 う こ とに な る。 さ らに、P-D-

C-Aの サイ クル が滞 りな く流れ て いる か、 つな が

りに整合 性があるか、な ども質 を考 える側面であ る。

しか し、 最 も問 われ る ことは、 一 人一 人 の児 童

生徒 が成 長 ・発 達す るた め に、有 用 な もの で ある

か とい うことである。一 人一人の児 童生徒のため に、

教 師 が責 任 を も って作 成す る ことか ら、 当 然、 教

師の専 門性 や指 導 力 も問われ る こととな る。

1.2児 童 生徒 の実 態把握

「個 別 の指 導 計 画 」作 成 のス タ ー トは、 まず 児

童 生徒 の こ とをよ く知 る ことで ある 。児 童 生徒 の

実態 を把 握するため には、様 々な視点や 方法があ り、

そ れ に よ って得 られ る情報 は異な る 。教 師 が実 際

に児 童生 徒 と関わ った り、 日頃 の様子 を見 た りし

なが ら、 情 報 を得 る こ とが 中心で あ るが 、保 護 者

か ら家庭 や 地域 で の様 子 を聞 き取 っ て得 る こと も

重 要 で ある 。 日々 の様 子 だ けで はな く、 障害 や 疾

病 の診 断の 時期 を知 り、治 療歴 や 療 育歴 な どの 過

去 の 情報 も児童 生徒 をよ り知 る ため に役立 つ。

また、 知 能検 査や 発 達検 査 な ど、 決 め られ た 道

具 を使 い、 定 め られ た 手続 き通 りに行 って得 られ

る情 報 もあ る。 これ らは 、何 のた め に どの よ うな

情 報 が欲 しいか によ って 、 どの検 査 をす る かが 決



ま る。

本校 で は、 平成19年 度 か ら、新 版K式 発 達 検

査2001(以 下 、新K式 検 査2001と 示す 。)を 実

施 して い る。 この検 査 は、0歳 児 か ら成人 まで を

対象 とした検査で ある。 本校小学部 の児童 を対象 に、

発達の状況や課題 を知 る ことを 目的 として始 めたが 、

全校 教師 が、発 達 の視点 を もち指導 に 当た る こと、

児童 生 徒 にお いて は 、小 ・中 ・高一 貫 し、 長期 に

渡 る アセ ス メ ン トが指 導 上 重 要 で あ る こ とか ら、

年次 計画 的 に全 校児 童生徒 に実 施 した い と考 えた 。

現在 で は 、小 学部1・4年 、 中学部1年 、 高等 部

1年 の児童 生 徒 に定期 的 に実 施 し、事 例検 討 会 も

行 って きた(片 岡ほか 、2012)。

1.3発 達の 視点 の有効 性

現在の発達 の状況や課題 を詳 しく知 ることは、 「個

別 の指 導 計画 」 にお け る 目標 の設 定 や指 導 内 容 ・

方法 を導 き 出す ため に大 きな手 掛か りとな る。

また 、教 師 が児 童 生徒 の発 達 とい う長期 的 な視

点 を もち 、段 階性 や つな が りを考 えな が ら、 あ る

時 期 の指 導 や 支援 を計 画 し実 践 して い く こ とは 、

大 事 な こ とで あ る 。 「個 別 の指 導 計 画 」 は 、毎 年

作 成 され るが 、 担任 教 師 が 替 わ る こと によ っ て 、

児童 生 徒 の見 方や 指 導 ・支援 の設定 が変 わ る 場合

が あ る。前 任 の教 師 と児 童 生徒 の見 方 が全 く異な

った り、急 に指導や支援 の仕方が変わ った りす ると、

児童 生 徒 は大 き く戸 惑 う こ とにな る。指 導 や支 援

の方 法 が多 少 変わ る場合 も、変 わ って い く段 階や

そ の根 拠 も、 「個 別 の指 導 計画 」 に反 映 を しな け

れ ばな らな い 。作 成 す る教 師 は替 わ って も、 児童

生徒 を中心 と して 継続 す る ことが 、個 に応 じた教

育 と して重 要 で あ る。 この よ うな ことか ら、 教師

が 発達 と い う共 通 の視 点 を もっ て 、 「個 別 の指 導

計画 」 を作 成 す る こ とは、教 師 間 の有効 な 引 継 ぎ

資料 として役割 を果 た し、年々引き継がれ ることで、

長期 的 な教 育 の質 を維 持 す るた め に有効 で あ る と

言 える。

新K式 検査2001の 結果 は 、 「姿 勢 一運動 」、 「認

知 一適応 」、 「言語 一社会 」 の各 領域 と、 これ ら三

つ を合 わせ た 「全 領域 」 の発 達 年齢 、発 達 指 数が

算 出 さ れ る。 各 項 目は 、 そ の発 達 年 齢 の50%の

通過率で設定 され てお り、通過、不通過 と表現す る。

検 査項 目 を通 過 又 は不 通過 だ った い う結 果 だ けで

な く、検 査 に取 り組 む 様子 を丁 寧 に見 て 、児 童 生

徒 の内面 の 質的 分析 を行 う こ とが 大 切で あ る。検

査 に向か う姿や 意欲 、 取 り組 み方 を分析 し、そ の

ことを通 して、 児童 生 徒 の内 面や 発達 状 況 を明 ら

か に した い と考 え た。

そ れぞ れ の教 師 の 「発達 」 とい う概 念 の認 識 や

知 識 は様 々 で も、 「発達 の 視点 」 で考 え る こ とは、

児 童 生徒 の 内面 を含 め た全 体 の姿 を、言 語面 、 行

動 面 、情 緒 面、 認知 や 知 的の発 達 面 な ど多面 的 な

方 向 か ら、 包括 的 に細 か く成長 を見 る こ と と捉 え

た い。

1.4事 例検 討 会の 意義

私 た ちは 、一 つ の検 査 か ら、児 童 生徒 の全 て を

把 握 で き る とは考 えて い な い。検 査 を通 して、 児

童 生 徒 のあ る時 期 の ある側 面 を知 り、そ の結 果 を

学 習 や生 活 の様 子 に照 らし合 わせ て 、発 達 の状 況

や 課題 、配 慮す る事 柄 を導 き出 して い きた い。 藤

本(1989)は 、 「た とえ ば 、発 達 診 断か ら体 を使

って の遊 び が必 要 とい う所 見 が、 発達 段 階 的 に必

要 と い う結果 が 出た 場 合 、教 師 が 考 え る こと は、

体 を使 った 遊び の 中身 と して 、そ の文 化 性 、ス ポ

ー ツにつ い て の吟 味 を して
、 実践 を組 み 立 て る こ

とで す。 そ こで 、教 師 本来 の 専 門性 が 出て くるべ

きで す。 教 育学 の フ ィル ター を とお して 、発 達 診

断の結果 を教育実践 に生か してほ しい と思 います 。」

と述べ て い る。

発達 検 査 の結 果 を指 導や 支援 に生 か して い くた

めの内容 や方 法を見出 さな けれ ばいけな い。つ まり、

活 用 され る検 査 結果 で な けれ ば、 現場 で は意 味 が

な い。 日々 児童 生徒 に関 わ る教師 が集 ま り、学 校

にお いて 実現 可 能 で具 体 的な指 導 内 容 ・方法 、 配

慮 す べ き事項 な どを考 え導 き出 して い く こ とが 事

例 検 討 会 の意 義 で あ る。 そ こで、 検 査後 す ぐに、

全 て の児 童 生徒 につ いて 、指 導 のた め の事例 検 討

会 を行 った 。本 校 の全 教 師が検 査 に精 通 し、検 査

の結果 を正 しく分析 す る 力 を十分 に備 えて い るわ

けで はな い 。 しか し、 それ ぞ れ の教 師が 、 日頃 関

わ って いる児 童 生 徒 につ い て 、意 見 を出 し合 い、

話 し合 い を行 った。



2事 例 検討 会 の実践

方 法及 び成 果 と課題 につ いて 、報 告す る。

2.1発 達検 査の 実施 と対 象

表1の とお り、平 成26年5～6月 に小 学部4

年生3件 、 中学部1年 生7件 、高等 部1年 生8件 、

計18件 の新K式 検 査2001を 実施 し事 例検 討 会 を

行 った。

2.2事 例 検 討会 の方法

検 査 の結 果 を基 に、 当該学 部 の全 教 師 と検査 者

が集 ま り、 以 下 のよ うな 方法 で 一 人一 人 の児 童生

徒 につ いて 話 し合 い を行 った。 どの学 部 も同 じ手

順で 実施 した。

① 検査者が 、検査 の結果 や様子 につ いて報告す る。

・ 検 査全 般で 見 られた 児童 生徒 の様子

(検査 に取 り組 む姿 勢 や 意 欲 、 注 意 力 、持 続

の仕方 や疲 れ方 、掛 か った時 間な ど)

・ 「姿勢 一運動 」、 「認 知一適 応」、 「言語 一社会 」

の各 領域 及 び全領 域 の発達 年齢 と発 達指 数

・ 検 査項 目ご との結果 と取 り組 む様子

② 担任から、日頃の様子について説明したり、

検査の内容等について質問したりする。

・ 児童生徒の日頃の様子や家庭での様子

・ 検査の結果から、児童生徒について理解で

きたこと

・ 学習や生活上で困っていることについて、

検査から手掛か りになることはないか等の質

問

③ 全員で検査の結果と児童生徒のエピソードから、

発達の状況や行動の背景、思考の特性などにつ

いて仮説を立てる。

④ ③を基に、これからの指導や支援に生かせる

こと、配慮すべき事項について協議する。指導

内容や支援の手立ての工夫を導き出しまとめる。

2.3小 学部の事例検討会

小学部では、4年 生3人 について行った。小学

部の教師は、算出された発達年齢や発達指数から、

児童の発達の状況を想像し、児童の具体的な目標

や指導内容を設定しやすかったと感じている。特に、

年間を通して身に付けさせたい力、つまり 「個別

の指導計画」における長期の目標を設定する際の

根拠になった。小学部の学習活動は、学級を中心

にして行われるが、基本的には小学部全体での学

習活動の時間が多く、休み時間はプレイルームや

校庭などで、各学年の枠を超えて、どの学年の担

任教師とも関わりながら遊んでいる。このような

学校生活のスタイルで、小学部の教師全員が、児

童と深 く関わった経験を通して、実態を把握した

上で、事例検討会に参加している。このような理

由から発達年齢等から児童の発達の状況を考えや

すかったのだと思われる。また、事例検討会で導

き出された指導内容や配慮事項を、遊びの時間や

学部全体の活動の時間を通して、どの教師もすぐ

に実践できる利点がある。

中学部 ・高等部は、入学時の実態把握を大きな

目的として検査を実施しているのに対し、今回検

査を実施した小学部の児童は4年 生であり、すで

に本校で3年 間学んでいる。したがって、教師に

は児童の育ちや発達と現在の状況とそのつながり

がある程度分かった上で、事例検討会に参加して

いる者が多い。



以 上 の よ うな こ とか ら、児 童 の 生活 全般 にお け

る エ ピソー ドを、 発達 の視点 で 捉 えて 、議 論す る

ことが スム ー ズで あ った 。今 年 赴任 して きた教 師

は最 近 のエ ピソー ドを 出 した り、以 前 か らい る教

師 は、 過去 の 様子 と照 らし合 わ せ た り して 意見 を

出す な ど、 どの立 場 の教 師 も意 見 を出 しや す い雰

囲気 で あ った 。以 下 に4年 生の 事例 を通 して 、小

学部 の事 例検 討会 の特 徴 を述べ る。

【小 学部4年 生 の事 例 】

か ら入学 した4人 、合わせて7人 について実施 した。

一 般 的 に、 生徒 一 人一 人 の実態 は異 な る と言 う も

のの 、発 達 の視 点 か らだ けで も、 様 々な 実態 が 明

らか にな っ た。 こ こで は 、小 学校 か ら入 学 した 生

徒Fの 事 例 を通 して、 中学 部 の事 例検 討 会 の特 徴

を述べ る。

【中学 部Fの 事例 】

写真1はB児 の話 し合 い の記 録で ある。 「(気持

ち の)立 て 直 しの 力が まだ つ いて いな い 。」、 「不

安 的 な と きは(何 か の)行 動 で表 す 。」 な ど、発

達段 階 を想 像 し、 学 習や 生活 全 般 で取 り組 む べ き

課題 はた くさん 出て きた 。 またA児 、C児 も同 じ

よ うに 、生 活 全般 で取 り組 む べ き課 題 や 、 「学 習

課題 を提 示 す る とき の位 置や 大 き さ、 色な どに配

慮 す る。」 な ど配 慮 す べ き事 項 な ど も、 どの学 習

にお いて も生 かせ る内容 が導 き出 された 。 しか し、

どの教科 や どの単 元 で、 どの よ うに指 導 して い け

ば よ いか とい うこ とまで には、 話 し合 い は至 らな

か った 。児 童 の姿 を生活 全体 で 包括 的 に捉 え て話

し合 う ことは 、小 学 部 とい う時 期 にお いて 妥 当で

あ る と考 え られ る。 しか し、高 学年 で の教 科指 導

や 中学 部 へ の 移行 支 援 、 引 継 ぎ を考 え る上 で は 、

教科 に特 化 した具 体 的な 指導 内 容 を段 階的 に考 え

て い く必要 が あ る と思わ れ る。 ま た、 話 し合 い の

中 で、 もっ と知 り得 た い情報 も挙 が り、他 の テス

トバ ッテ リー で の検 査 を実 施す る こ とにな った。

2.4中 学部 の事例 検 討会

本 校 の小 学 部か ら入学 した3人 、地域 の小 学校

Fは 、 「言 語 ・社 会 」領 域 が 「認知 ・適 応 」 よ

りも高 く、項 目 によ って は生活 年 齢 同等 、そ れ 以

上 の課 題 に挑戦 しよ う とす る意 欲 もあ った。 日常

の会話 はジ ェス チ ャー や表 情 な ど を使 って支 障 な

くで きて お り、 言語 面 に つ いて の課題 が 特 に ある

と感 じていなかった。 しか し、三 つの単語を聞いて、

一・つ の文章 にす る 「三 語一文 」 の検査 項 目(以 下 、

項 目と略す 。)で は、 「あ る ところ に…」で 始 ま り、

指 示 された三 つ の単語 を含 む ものの長 々 と話 を し、

話 を終 える ことが で きな か った。 また、 項 目 「理

解(1)」 の 「食 べ 物 を長 く保 存 す る に は、 ど う

した らよい と思 い ます か。 あなた が考 えた ことを

で き るだ け詳 しく話 して くだ さ い。」 と い う検 査

者 の 問 いに対 して 、 「肉 は冷 蔵 庫 の下 か ら二 番 目

の 引き 出 しに入 れ 、魚 は …」 と自分 の家 の ことを

詳 し く長 々 と話 し出 した。 項 目 「語 の差 異」 で の

「砂 糖 と塩 は ど う違 い ます か。」 問い に対 して 「砂

糖 は甘 くて 、塩 はす っ ぱ い 。」 と答 え た。 どの 質

問 に対 して も、意 欲的 に 回答 した。 これ に対 して、

Fの 日 ごろ の様 子 を照 ら し合 わせ た。 写 真2は 、

中学 部 生 徒Fに つ いて の 話 し合 いの 記録 で あ る。

生徒 が どの よ うな考 え 方 を して、 問題 を解 決 しよ

う として いるの か を想 像 しい くつ もの仮説 を立 て、



そ れ に対 して どのよ うに指導 ・支援 を して い くか

を考 えた。 そ して 三 つ の身 に付 け た い力 を導 き 出

した。1文 章 を ま とめ る力 、2自 分 の経験 を一般

化 して話 を した り、一 般 常 識 を答 えた りす る 力 、

3味 覚 につ いて表現 す る力。特 に、3に つ いては 、

Fが 、 味 を ど う感 じて い るの か を確 認 した 上 で 、

毎 日の給 食 や 調理 の活 動 を通 して 、指 導 して い き

たい と考 えた。Fは 、人 と関わ ることが好 きで ある。

そ の気 持 ち を大切 に し、 学校 生 活 の文 脈 の中 で あ

らゆる機会 を見付 けて表現す る力を育てたい。 また、

日常 の会話 や 宿題 の 中 にFに 応 じた指 導 内容 を盛

り込 む よ う に して 、 学級 や学 習 グル ー プで 取 り扱

わな い内容 につ いて 、個別 に対 応す る こ とに した 。

さて 、 中学 部で は 、 国語や 数 学 は学 習 の習 熟度

に応 じた グル ー プ ご とに学習 して い る。 また 、作

業学 習 も始 ま り、 一 人一 人 の生 徒 の興 味 ・関 心や

経験 を考 慮 した上 で 、学 年 を均 等 に分 けて グルー

プ を編成 して いる。検 査 を実施 した7人 につ いて も、

それぞれ のグルー プで4月 か ら学習 を行 って いた が、

この事 例検 討 会 を経 て 、学習 グル ー プの再 編 成 を

行 い、 学習 の 習熟 度 か らだ けで な く、個 別 や集 団

な ど、 生徒 に合わ せ た対 応 がで きや す い体 制 に変

更 した。

さ らに、 検 査 と事 例検 討会 を例年 よ りも早 い時

期 に行 った こと によ り、結 果 を踏 まえ た上で 、 「個

別 の指 導計 画 」 を介 して 、教 育 相談 が で きた 。新

入 生 に対 して 初 めて行 う教育 相 談 で は、保 護 者か

らこれ までの生徒 の様子 を聞 くことが多い。 しか し、

今 回 は、発 達 状況 や課 題 の視 点 を共 有 しな が ら話

し合 いが で き、 具体 的な 情 報 交換 を した こ とで 、

よ りよ い連携 や信 頼 関係が 築 くことがで き た。

2.5高 等 部 の事例 検 討会

高等 部で は 、本 校 中学 部 か ら入 学 した6人 、地

域 の 中学校 か ら入 学 した2人 、 合 わせ て8人 の生

徒 につ いて 実 施 した 。高 等部 で は 、教科 等 や 生徒

の課 題 に応 じて 、様 々な グル ー プ を編 成 して授 業

を行って いる。 こうした ことか ら、教師 によって は、

関わ る機 会が 少 ない生 徒 もい る。

このよ うな ことか ら、 事例 検 討会 を小 ・中 学部

と同 じよ うな方 法で 実施 した もの の、結果 と して 、

指導 内容 ・方 法 を導 き 出す ため の議 論 は何 段 階か

の手 続 き が必 要 で あ った 。 この手 続 き に つ いて 、

以 下 の二 人の事 例 で説 明をす る。

【事 例1K地 域 の小学校→ 本校 中学 部→高等 部】

項 目 「絵 の名 称」 は 、検 査者 が 絵 カー ドを提 示

して 「これ は何 で す か 。」 と尋 ね 、そ れ に答 え る

検 査で あ る。Kは 、見 えた 瞬間 に絵 の名称 を言 い、

検 査者 の質 問は 聞いて いな か った。 「絵 の 名称1」 、

「]工」 と もに6問 ずつ あ るが、 「靴 」 の絵 を 「靴下 」

と答 えた 以外 正解 で あっ た。 カー ドを使 っ て線 の

長 短 を比較す る項 目や 円 の大 小 比較す る項 目で は、

誤 答 で あっ て も 「か ん た ん 。か ん た ん 。」 と言 っ

てお り、絵 カー ドを見 て答 え る ことに は、 自信 が

あ った と推測 され た 。 「3数 復 唱 」 に は一 つ の 数

だ け答 え 、 「短 文 復 唱 」 で は、検 査者 の 「犬 は よ

く走 ります 。」 に対 して 「走 る」 と答 え 、 「夏 にな

る と暑 い 。」は 「な つ い」 と答 えた。

学 級で は 、 自分 か ら人 との 関わ りを も と うとす

る姿 が ほ とん ど見 られ な い。 中学 部 か ら一緒 に入

学 して きた友 達 がず っ と声 を掛 けて 、そ れ を聞 い

て集 団 の活 動 に参加 して い る ことが 多 い。作 業 学

習 な ど 自分 の作 業 が 終 わ る と 「で き ま した。」 と

言 うが、 物 が完 成 した とき も、 自分 が止 め た い と

き も、 「で き ま した 。」 と言 っ て い る。 家庭 で は、

好 きな場 所 が あ りそ こで落 ち着 いて過 ごす ことが

多 く、 自分 か ら母親 に要求 を出す よ うな 状況 は ほ

とん どな い 。そ の姿 か ら、 自 ら人 との 関わ り楽 し

んで欲 しい 、そ の ため に は ど うした らいい か と段

階的 に考 えた(図1)。

Kの 事 例検 討会は、校 内実習 の期 間中に行われた。

校 内実習 とは、 本校 を職場 に見 立 て て、 一 日中の

作業 を2週 間行 うことであ る。 そ こで早速、友達 に、

rPさ ん。」 「(材料 を)く だ さ い。」 の言 葉 を図1

④ の方法 で指 導 す る こ とに した。 以 前 は、友 達 の

名前 や難 しい材 料名 、 「くだ さ い。」、 「分 か りま し

た。」、 「お願 い します 。」 な どの動 詞 な ど も言 うよ

うに指導 を して いたが、友達 の名前 と 「くだ さい。」

の動詞 だけに絞 り込み、早速指導 を始 めた。最初は、

Pの 顔 も見 ず 、 材 料 を 取 りな が ら 「くだ さ い。」

と言 って い たが 、写 真 や ホ ワイ トボ ー ドを見 な が

ら理解 を深 め る こ とで 、Pに 向か って言 え るよ う

にな って き た。Pが 嬉 しそ うに 「は い。 わ か りま

した 。」、 「ぼ くは、 こ こにい ます よ。」 と言 うの が



目線 をそ ら した り、分 か った ときは うな ず いた り

して 意思 表 示 をす る。 徐 々 に慣 れ て きて 、 自分 が

お も しろい と思 う ことを黒 板 に書 い た り、伝 え た

い こ とが あ る と文字 で 書 いた りす る よ う にな って

きた。

検 査 で は 、 「言 語 ・社 会 」 の 領域 の指 さ し を し

て答 え る項 目まで は通 過 した が、 言 葉で 答 え る項

目は回答 せ ず、 笑顔 で 体 を小 刻み に上下 に揺 らし

て いた。

そ こで 、 「言 語 ・社会 」 領 域 と 「全 領 域 」 の 発

達 年 齢や 発達 指 数 は算 出せ ず 、Mの 書 き言葉 や 人

との関わ り方な ど、 日頃 の様子 か ら課題 を洗い出 し、

そ れ を 「認知 一適 応 」 の 領域 の結 果 と合 わせ て 、

Mの 指 導 内容や 配慮 事項 な ど を考 え た。

とても印象的であり、そのような環境を作れたこ

とも大きな成果である。

【事例2M小 学校→中学校→本校高等部】

Mは 、本年度4月 に中学校から入学した。小学

校の高学年からこれまで学校では声を発してない。

家庭では、学校での様子などを保護者に話して伝

えている。本校に入学してからも話はしないが、

人から話し掛けると恥ずかしそうに微笑みながら

エ ピソー ドや 導 き 出され た 具体 的 な指 導課 題 に

ついては省略するが、指導 内容 ・方法 が導き出 され、

す ぐに指導 に生か し始 める ことが で きた。

3.考 察

写真3は 、高等 部Nの 事例 であ る。 国語 、数 学、

体 育 な ど、 どの教科 で 何 を教 えて い くか を考 え な

が ら検 討 した。 例 え ば、 国語 で は書字 の力 が獲 得

す るの に時 間が 掛 か って い るの はなぜ か 。原 因の

一 つ は
、 中学部 で の欠 席 が多 く、 学 習 の積 み上 げ

が十 分で は なか ったの で はな いか とい う仮説 を立

てた。

どの児 童 生徒 にお いて も、 このよ うに教 師の 意

見 をボ ー ドに書 き、 「これ が で き な い の は、 この

力が 十 分 で な いか らか 。」、 「この 指 さ しには 、 も

っ と違 う意 味 が あ るの で は な いか 。」 な ど、 仮 説

を立 て な が ら、話 を進 め て い った 。 結果 と して 、



指導内容が多く出された生徒、配慮する事柄が話

し合いの中心になった児童、関わり方の工夫が中

心になった生徒、教科ごとに指導内容が出された

生徒など一人一人によって導き出された内容も異

なった。そこで、各学部の事例検討会の結果につ

いて、全校職員で共通理解する時間を設けた。

さて、事例検討会の方法であるが、まず検査者が、

検査結果の何に注目し、それがどのような意味を

もつのかを事前に考えたり、調べたりするなどの

準備をした。そのために、担任等に聞き取りの時

間を設定しないまでも、検査から何を知りたいか、

学習や生活上で知りたい情報は何かなど事前に聞

いた。また、これまでの学習や生活の様子を 「個

別の指導計画」等の資料を通して情報収集し、過

去の検査等の結果も知ることができた。検査の対

象となる児童生徒と日頃から直接関わったり、学

習や生活の様子を見たりできることは、検査の実

施や事例検討会をスムーズに進行していく上では

大きく役立った。これは、教師が学校現場で検査

や事例検討会をする利点であると言える。

また、検査者が事前に得た情報を一方的に提供

してから、話し合いを始めるのではなく、参加し

ている教師と共に検査の結果を生活全般に照らし

合わせ、おおまかに児童生徒の全体の姿を共通理

解した上で進めた。このことで、教師の経験年数

や児童生徒の関わり方、関わった時間等に関係なく、

意見を出すことができ、有意義な議論ができたと

考える。児童生徒について共に考え、具体的で実

現可能な指導内容や方法を導き出し、実践するこ

とは、学校の日常場面において教師同士で評価が

しや す くな り、 また、 児童 生徒 の成長 を共 に喜 ぶ

ことがで き る。 この こ とは、 日常 的 に実 態把 握 を

す る力や 評価 をす る力 を高 め る ことがで き 、学 校

全 体 の組織 力 に もつなが る と推測 され る。

新K式 検 査2001は 、年 齢 が 上が って も検 査 が

で きる ことか ら、指 導 の一 貫性 のた め の有効 な 手

立 て にな る の で はな い か と考 え取 り組 ん で きた 。

しか し、 同 じ検 査 を実 施す る ことが 一貫 性 につ な

が るので は な く、発 達 の視 点 を軸 に して 、各 学 部

の児 童生 徒 や学 部 の体 制 の特徴 に応 じた 事例 検 討

会 を進 め、そ の成果 を蓄積 して いくことが、小 ・中 ・

高 にお ける指 導 の一 貫 性 につ なが る ので は な いか

と考 え始 めて いる。

事 例検 討会 後 、 教 師 自身 が 「個 別 の指 導 計 画 」

の作 成 にお いて、 「目標 設定 の根拠 を明確で きた。」、

「これまで以上に様 々な指導内容 を考え られ た。」、 「学

部 教 師 で 生徒 に合 った 方 法 を考 え出 せ た 。」 とい

う実感 を もてた 意 味 は大 き い。結 果 を、 具体 的 か

つ実 際 的 に 、児 童 生 徒 の 関 わ り方 の 改 善 ・工 夫 、

学 習 グル ー プ の編成 や 指導 内容 ・方 法 の改善 に結

び付 け る こ とが で きた の も この実 感 が大 き か った

か らだ と思 われ る。 また 、 「個 別 の指 導 計 画 」 の

作成 において、 しば しば課題 となる教科 問の関連性、

指 導 の段 階性 や 指導 目標 の重 点化(優 先 順位)を

考 え る上 で の有 効 な手 掛 か りが、 議論 か ら導 き出

せ た児 童 生徒 の事例 もあっ た。

今 年度 の事 例検 討 会 を終 え て、 私 た ちは 、発 達

の状 況 を十 分理解 した 上 で、検 査 の結 果 を指 導 に

生かす ための議論が十分 にで きた とは考 えていな い。

今 後 、児 童 生徒 が どれ だ け成長 した かが 、事 例検

討 会 や 「個別 の指導 計 画」 の評 価 で あ り、 これ か

らそ れ を追求 しな けれ ば な らな い。 また 、 日々 の

教 育 実 践 や研 修 等 を通 して 、児 童 生 徒 を見 る力 、

発 達 を理 解 す る力 を高 め続 けて いか な けれ ばな ら

な いと考 えて いる。

4.ま とめ

「個 別 の指 導 計 画 」 は 、教 師 一 人一 人 が 責 任 を

も って作 成す る もので あ る。 それ は 、一 人 で抱 え

込 ん で作 成 す る もので も、複 数 の教 師 の話合 いに

よ って 、作 成 の責任 を分 散 させ る もので もな い。

児 童生 徒 につ い て真 剣 に語 り、 伸 ば して い くた



め に創 意工 夫 し続 ける教 師集 団 こそ が 、質 の 高 い

「個別 の指 導 計画」 を作 る ことがで き る と考 え る。
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